
藤 

冨  

美
恵
子　

議
員

子
供
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

藤
冨　

ゼ
ロ
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
子
供
の
医
療
費
の
無
料
化
は
、

市
長
の
「
公
約
」
で
あ
る
。

小
学
生
の
入
院
を

対
象
に
子
供
の

医
療
費
助
成
制
度
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、

五
條
市
に
お
け
る
医
療
費
の

助
成
に
係
る
手
続
方
法
に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

本
年
8
月
１
日

か
ら
、
小
学
生
の
入
院
医
療
費
ま
で
拡

大
し
て
助
成
す
る
制
度
が
始
ま
っ
た
。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
の
手
続
方
法
は
、

県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
、

窓
口
で
健
康
保
険
証
と
受
給
資
格
証
を

提
示
し
て
受
診
を
し
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
一
旦
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、

後
日
、
登
録
し
て
い
る
口
座
に
振
り
込

む
。
ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

し
た
場
合
や
、
小
学
生
が
入
院
し
た
場

合
は
、
健
康
保
険
証
を
掲
示
し
て
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
一
旦
支
払
っ
て
か

ら
、
領
収
書
を
持
参
の
上
、
保
険
課
窓

口
で
申
請
に
よ
り
、
後
日
、
医
療
費
を

口
座
に
振
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

藤
冨　

隣
の
橋
本
市
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

橋
本
市
で
は
、

和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

と
、
窓
口
で
保
険
証
と
受
給
者
証
を
提

示
す
る
だ
け
で
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
支
払
う
必
要
が
な
い
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
以
外
の
医
療
機
関

で
受
診
し
た
と
き
は
、
五
條
市
と
同
じ

で
健
康
保
険
証
を
提
示
し
て
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
一
旦
支
払
っ
て
か
ら
、

後
日
、
領
収
証
を
持
参
の
上
、
市
役
所

担
当
課
窓
口
で
申
請
す
る
と
、
医
療
費

が
口
座
に
振
込
ま
れ
る
。

藤
冨　

五
條
市
も
、
橋
本
市
と
同
じ
よ

う
に
立
て
替
え
払
い
を
し
な
く
て
も
良

い
制
度
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

奈
良
県
で
は
、

県
単
位
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
五
條
市

だ
け
が
自
己
負
担
分
を
支
払
わ
な
く
て

も
良
い
制
度
に
す
る
の
は
難
し
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

藤
冨　

五
條
市
単
独
で
制
度
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
県
や
県

内
の
他
市
町
村
に
働
き
か
け
、
立
て
替

え
払
い
を
し
な
く
て
も
良
い
制
度
に
し
、

子
育
て
世
代
の
方
々
に
、
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
、
と
言
わ
れ
る
五
條
市

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
通
院
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
も
、
一
日
も
早
く
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大 

谷 

龍 

雄　

議
員

冬
季
に
お
け
る
大
塔
町
仮
設
住
宅
及

び
周
辺
の
水
道
凍
結
対
策
に
つ
い
て

大
谷　

本
年
の
１
月
か
ら
２
月
に
お
い

て
大
塔
町
の
仮
設
住
宅
と
周
辺
の
地
域

に
お
い
て
水
道
水
が
凍
結
し
、
職
員
及

び
関
係
者
が
対
応
し
て
い
る
が
、
そ
の

と
き
ど
の
よ
う
な
防
止
対
策
を
行
っ
た

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
凍
結
防
止

の
た
め
に
も
、
再
度
、
水
源
地
か
ら
給

水
弁
ま
で
の
点
検
と
、
仮
設
住
宅
を
訪

問
し
て
の
要
望
聞
き
取
り
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

本
年
２
月
１
日
か
ら

４
日
に
か
け
て
零
下
10
度
か
ら
12
度
に

下
が
り
、
大
塔
町
仮
設
住
宅
10
戸
の
給

水
管
と
星
の
く
に
の
導
水
管
が
凍
結
し

た
。
こ
の
と
き
、
貯
水
槽
や
受
水
槽
が

空
に
な
っ
た
。
住
宅
担
当
課
は
、
仮
設

住
宅
の
床
下
を
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
で

加
温
し
、
凍
結
し
た
給
水
管
を
解
氷
す

る
と
と
も
に
受
水
槽
に
水
を
供
給
し
た
。

ま
た
、
星
の
く
に
の
貯
水
槽
へ
は
、
財

団
法
人
大
塔
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
水
道
水
の
運
搬
を
数
日
間
続
け
た
。

凍
結
防
止
対
策
と
し
て
は
、
仮
設
住
宅

の
床
下
は
板
張
り
で
隙
間
が
あ
り
風
が

吹
き
込
む
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
奈
良

県
に
依
頼
し
、
給
水
管
継
ぎ
手
保
温
の

補
修
を
行
い
仮
設
住
宅
の
床
下
周
辺
に

防
寒
シ
ー
ト
を
張
っ
て
も
ら
っ
た
。
星

の
く
に
に
お
い
て
は
水
源
地
か
ら
の
水

道
管
の
バ
イ
パ
ス
管
を
敷
設
し
た
。

（
こ
の
ほ
か
、
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生

事
務
組
合
へ
の
加
入
に
伴
う
み
ど
り
園

の
操
業
年
限
の
延
長
の
お
願
い
や
中
継

施
設
の
設
置
、
ご
み
の
分
別
と
減
量
化

等
を
質
問
し
ま
し
た
。
）

      

自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
た
め
の　
　
　
　
　
　
　

 

事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
が
所
有
・
管
理
す
る
社
会
資
本
（
道
路
橋
り
ょ
う
、
上
下
水
道
等
）

の
整
備
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
発
展
と
と
も
に
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
加
速

化
し
た
背
景
が
あ
り
、現
在
多
く
の
社
会
資
本
が
改
築
期
（
建
設
後
30
年
か
ら
50
年
）

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
資
本
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
機
能
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
に
よ
る
税
収
減
少
や

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ
る
自
治
体
財
政
の
悪
化
か
ら
、
防
災
・
減
災
の

強
化
は
お
ろ
か
、
社
会
資
本
の
計
画
的
修
繕
や
改
築
す
ら
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
調
査
で
も
、
自
治
体
が
管
理
す
る
道
路
橋
で
老
朽
化
の
た
め
の

補
修
が
必
要
な
全
国
お
よ
そ
６
万
の
橋
の
う
ち
、
89
パ
ー
セ
ン
ト
が
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
を
背
景
に
補
修
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
自
治
体
共
通
の
課
題
で
あ
る
社
会
資
本

の
経
年
劣
化
対
策
等
の
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
予
算

配
分
を
行
い
、
地
方
負
担
額
の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
橋
り
ょ
う
等
の
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
耐
震
化
や
維

持
補
修
及
び
架
け
替
え
、
上
下
水
道
等
の
社
会
資
本
の
老
朽
化
の
更
新
や
維
持
補

修
及
び
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
等
の
耐
震
化
等
に
よ
る
防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て
、

補
助
採
択
基
準
の
緩
和
や
補
助
率
の
引
上
げ
な
ど
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
、
交
付

対
象
事
業
の
範
囲
拡
大
等
の
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　

平
成
24
年 

９ 

月
21
日

　

                                                                       　
　
　
　

五 

條 

市 

議 

会

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

　
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の

　
　
　

             　
　
　
　
　

 　

構
築
を
求
め
る
意
見
書

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
地

球
規
模
の
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
持
な
ど
「
森
林
の
公
益
的
機
能
」

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
京
都
議
定
書
に
お
い
て
、
第
１
約
束
期
間
で
あ
る
平
成
20
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
の
間
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
国
際
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
３
．
８
％
を
森
林
吸
収
量
に
よ
り
確
保
す
る
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
が
平
成
24
年
10
月
に
導
入
さ

れ
る
一
方
、「
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
」
に
つ
い
て
は
、「
平
成
24
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、「
平
成
25
年
度
実

施
に
向
け
た
成
案
を
得
る
べ
く
更
に
検
討
を
進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
森
林
の

整
備
・
保
全
等
の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊
富
な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取
組
を
山
村
地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・
総
合
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
市
町
村
で
は
、
木
材
価
格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要
な
機
能

を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、「
地
球
温

暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
「
地
方

財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
　

平
成
24
年 

９ 

月
21
日

                                                                                        

五 

條 

市 

議 

会

5 意見書 ４一般質問


